
天塩川ものがたり 第８回「音威子府村・おといねっぷ美術工芸高校学園祭」 

お話：北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 教頭 髙橋雅彦さん 

放送日：平成２３年７月２７日(水) １１：３０～３０分 

 

第８回目天塩川ものがたりは、音威子府村にお邪魔しました。人口１０００人ほどの小さな村で、全国・世界へ

と大きく羽ばたこうと全国から生徒が集まるという、北海道おといねっぷ美術工芸高等学校で平成２３年７月２３

日(土)～２４日(日)にかけて行われた学園祭を訪れました。村民との温かい心の交流や、美しい自然を生かした行事、

部活など、生徒たちは音威子府だからこそ可能な「おと高ライフ」をエンジョイし、静かな土地で一生懸命に個々

の作品制作などに打ち込んでいました。また村外からの生徒が多いことから、毎年学園祭となると、ご家族の方々

がおと高を訪れ、学園祭で出店を出したり、作品を見たり買ったりし、久しぶりの子どもたちとの触れ合いの場と

もなっていたようです。学校祭が終わるといよいよ夏休み！ということで、１学期の締めくくりともなるこの行事

を、カラフルな T シャツを着て楽しんでいました。 
 

北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 
◆住所◆〒098-2501 

北海道中川郡音威子府村字音威子府 181-1 

◆電話/FAX◆01656-5-3044／01656-5-3838 

《工芸品販売》 ここでは、生徒たちが作った作品を販

売。販売前になるとものすごい人が。毎年人気のカンナスト

ラップはすぐに売り切れるそうです。ほかにもかわいいくま３

ストラップやおぼん、かばんなど。出来映えは完璧！ 

←入り口には卒業生の作品が。高校生

とは思えない匠な作品には驚き！ 

↑工芸棟。これだけ機械が揃った学校はそうそうありませ

ん。しかし生徒たちは入学するとカンナのうす削りからス

タートするそうで、学年があがるごとに使える機械も増え

るそうです。 
↓ワークショップでは手作りのうちわ・ポストカードの販

売や、手作りエコバック 
体験などがありました。 

↑お話を伺った髙橋教頭先生。ありがとうございました！ 


